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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともくるぶしの領域に、棒状に形成された、互いに隣接し且つ平行に配置された
少なくとも２つのクッション（３）が設けられている、スポーツ活動時に使用し且つ靴（
Ｂ）内で着用するための靴下（Ａ）において、
　前記クッション（３）が、靴シャフトの領域に配置されており、該靴シャフトの領域に
おいて前記クッション（３）が、靴（Ｂ）を履いた状態で部分的に靴（Ｂ）に突入し且つ
部分的に靴（Ｂ）から突出する長さを有していて、これにより、靴シャフトの領域におけ
る前記クッション（３）の両側の靴下（Ａ）と靴（Ｂ）との間にギャップ（Ｘ）が生ぜし
められていることを特徴とする、靴下。
【請求項２】
　前記クッション（３）が異なる長さを有している、請求項１記載の靴下。
【請求項３】
　靴下の脚部内側及び／又は脚部外側に空気通路（２５）が設けられている、請求項１又
は２記載の靴下。
【請求項４】
　踏み領域（１３）に少なくとも１つの空調通路（２６）が設けられている、請求項１か
ら３までのいずれか１項記載の靴下。
【請求項５】
　空気通路（２５）が空気調整する網状編成布から成っている、請求項１から４までのい
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ずれか１項記載の靴下。
【請求項６】
　空調通路（２６）が空気調整する網状編成布から成っている、請求項１から５までのい
ずれか１項記載の靴下。
【請求項７】
　靴下の、脚部と足との間の移行領域にＸ字形クロスバンデージ（２４）が設けられてい
る、請求項１から６までのいずれか１項記載の靴下。
【請求項８】
　靴下が、別の複数のクッション（２２，２３）を有しており、この場合、クッション（
２２）はふくらはぎの範囲に設けられており、クッション（２３）はすねの範囲に設けら
れている、請求項１から７までのいずれか１項記載の靴下。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特にスポーツ活動時に使用するための靴下に関する。
【０００２】
　人の足は、しばしば堅固な靴内に収められる。このことは特に、例えばスポーツ活動時
に人が多く且つ素早く運動する場合に云える。堅固な靴によって既に足における発汗量の
増大が生ぜしめられる。人のスポーツ活動に際しては、この発汗量は平均以上に多い。汗
が靴若しくは靴下内に集まることによって、足に水泡が形成される危険が高められるので
、靴若しくは靴下からの汗の搬出を可能にすることが努力されている。
【０００３】
　ドイツ連邦共和国実用新案第２９７１５７６２号明細書から、特にジョギング、インラ
インスケート又はスキー等のレジャースポーツの類に使用するための空調型ストッキング
が公知であり、この空調型ストッキングは、足底から折返しにまで到達する、空調型の網
状編成布から成る少なくとも１つの組み込まれた空気通路を有している。この空調通路は
、汗の湿分が靴底領域から自由な蒸発が可能なストッキングの領域にまで搬送されること
によって、発生する湿気の大部分の蒸発を可能にする。当該の公知の空調型ストッキング
は、この空調型ストッキングに課された全ての課題を満たしている。但し、このためには
空気通路を設けることが必要とされている。
【０００４】
　本発明の課題は、靴からの湿気の搬出を簡単にすることである。この課題は本発明に基
づいて、くるぶしの領域に、ほぼ棒状に形成された少なくとも１つのクッションが設けら
れていることによって解決される。
【０００５】
　本発明によって、靴若しくは靴下からの汗の搬出を、このために空気通路を必要とする
こと無く可能にする、特にスポーツ活動用の靴下が得られる。くるぶしの領域に棒状のク
ッションを設けることにより、靴内に発生する高い湿気を靴から搬出する手段が得られる
。このことは、クッションの両側で、靴下と靴との間にギャップが生ぜしめられており、
このギャップを介して通気及び空気抜きを行うことができるということによって保証され
ている。
【０００６】
　本発明の有利な構成では、くるぶしの領域に、互いに隣接して配置された少なくとも２
つのクッションが設けられている。複数のクッションを隣接して配置することによって、
靴下と靴との間のギャップが拡大され、これにより、通気及び空気抜きが付加的に改良さ
れている。
【０００７】
　本発明の別の有利な構成では、複数のクッションが互いにほぼ平行に位置調整されてい
る。この平行な位置調整に基づいて、クッション間には１つ又は複数の通路が形成されて
いる。複数のクッションを設けることにより、靴下と靴との間に形成されたギャップの拡
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大が生ぜしめられ、これにより、空気交換が更に改善されている。
【０００８】
　本発明の更に別の有利な構成では、選択的に靴下の脚部内側及び／又は脚部外側に１本
の空気通路が設けられている。これにより、汗を靴の領域から搬出する性能が更に向上さ
れている。
【０００９】
　本発明の更に別の有利な構成では、靴下の踏み領域が少なくとも１つの空調通路を有し
ており、この空調通路は靴下の外側範囲に向かって延びている。これにより、踏み領域に
おける均質な空調が得られる。それというのも、踏み領域に発生する湿気もが搬出される
からである。これにより、快適な踏み心地が生ぜしめられている。
【００１０】
　有利には、靴下にＸ字形クロスバンデージが設けられている。このＸ字形クロスバンデ
ージは、脚部と足との間の移行範囲においてくるぶしを支持する。
【００１１】
　以下に、本発明の実施例を図面につき詳しく説明する。
【００１２】
　実施例として選択した靴下Ａ（図１）は、足部１とシャフト２とから成っている。足部
１はつま先領域１１と、かかと領域１２と、つま先領域とかかと領域との間に位置する踏
み領域１３とを有している。これらの領域１１，１２，１３は、実施例で示すように、強
化された材料から製作されていてよい。例えばフリースウールとエラスタン等の弾性繊維
材料との材料コンビネーションを使用することも可能である。前記領域に付加的なクッシ
ョン又はパッドを配置することも可能である。シャフト２の、足部１とは反対の側の端部
には、折返し２１が設けられている。
【００１３】
　靴下Ａのくるぶしの範囲には１つのクッション３が設けられており、このクッション３
は、ほぼ棒状に形成されており且つほぼ垂直方向の向きを有している。クッション３は、
靴Ｂを履いた状態で部分的に靴に突入し且つ部分的に靴から突出する長さを有している。
つまり、クッション３は靴シャフトの移行部に配置されており且つ部分的に靴シャフトか
ら外に出ている（図２）。
【００１４】
　クッション３によって、クッションの両側の靴シャフトの領域では、靴下Ａと靴Ｂとの
間にギャップＸが生ぜしめられており（図３）、このギャップＸを介して通気及び空気抜
きを行うことができる。靴を地面に置くことにより、靴の中の空気は靴から押し出される
。通常、空気は靴の通気開口を介して抜くことができるに過ぎない。しかし、これらの通
気開口の容量は極めて制限されている。クッション３と、このクッション３によって生ぜ
しめられるギャップＸとによって、空気を抜くための付加的な手段が得られ、これにより
、靴の空気抜きが著しく改良されている。同じことは、逆に通気の場合にも云える。靴が
地面から持ち上げられると、空気が靴に吸い込まれる。このことは靴下と靴との間のギャ
ップＸによって著しく容易にされている。
【００１５】
　靴の通気及び空気抜きを更に改善するためには、付加的なクッション３を設けることが
可能である。図４に示した実施例では、２つのクッション３が設けられている。この場合
、これらのクッション３はほぼ平行に位置調整されているので、当該のクッション３間に
は１つ又は複数の通路が形成されている。複数のクッション３を設けることにより、靴下
Ａと靴Ｂとの間に形成されたギャップの拡大が生ぜしめられ、これにより、空気交換が更
に改善されている。
【００１６】
　図５に示した実施例では、靴下Ａのシャフト２のふくらはぎの範囲に複数のクッション
２２が設けられており、図示の実施例では複数の棒状パッドが設けられている。別の形状
のクッションも可能である。すねの下部域にも、足部の甲に移行するように複数のクッシ
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ョン２３が配置されている。アキレス腱の範囲に複数のクッションを配置することも、や
はり可能である。
【００１７】
　クッションは、一般に合成糸又は複合織布又は複合糸又は類似の材料から製作されてい
る。本実施例では、靴下のクッションは中空繊維から製作されており、これらの中空繊維
はウール又は木綿によって被覆されている。中空合成糸は、特に著しく衝撃・圧力緩衝性
になっている。踏み領域１３は、摩耗の阻止を支援するマイクロ繊維編成品から製作され
ていてよい。つま先及びかかと領域でも、要求に応じて足床がマイクロ繊維から製作され
ている。
【００１８】
　更に、靴下ＡはＸ字形クロスバンデージ２４を備えている。このＸ字形クロスバンデー
ジ２４は、弾性的な空気調整する織布から形成されている。Ｘ字形クロスバンデージ２４
は、脚部と足との間の移行領域のくるぶしを支持する。
【００１９】
　本実施例では、折返し２１から空気通路２５が出発しており、この空気通路２５は踏み
領域１３内にまで達しており且つ空気調整する網状編成布から形成されている。空気通路
２５は、湿気を踏み領域から上方へ導出するために寄与する。このような空気通路２５は
、脚部内側に、又は靴下の両側に設けられていてもよい。
【００２０】
　図５に示した実施例では、くるぶしの範囲に３つのクッション３が設けられている。こ
の場合、外側の２つのクッション３は、部分的に空気通路２５の縁部をくるぶしの範囲に
形成する。真ん中のクッション３は空気通路２５内に配置されている。互いに平行なこれ
らのクッション３は斜めに配置されている。これにより、クッション３はほぼ水平方向に
向けられた足部１からほぼ垂直方向に向けられたシャフト２に移行している。この移行は
、クッション３の足部１に面した端部に小さなアーチが設けられており、このアーチの自
由端部がほぼ水平方向に向けられていることによって、付加的に改善可能である。比較可
能に、クッション３の足部１とは反対の側の端部が、自由端部をほぼ垂直方向に向けられ
た小さなアーチを有していてよい。
【００２１】
　３つのクッション３はほぼ平行に位置調整されており且つ異なる長さを有している。本
実施例では、外側の２つのクッション３がほぼ同じ長さを有しており、真ん中のクッショ
ン３はより大きな長さを有している。クッション３は上で説明したように働き、これによ
りクッション３は空気通路２５の作用を支援する。靴下Ａに複数の空気通路２５が設けら
れている場合には、クッション３をくるぶしの範囲を超えて拡張する可能性がある。この
ことは、特に空気通路２５の縁部を形成するクッションについて云える。クッション３が
前記のように湾曲されて構成され且つシャフト２の方向に延長された場合、クッション３
は空気案内の機能を引き受ける。これにより、靴Ｂから漏出する湿った空気が、この空気
のために設けられた通路２５内で蒸発若しくは案内されるということが保証される。
【００２２】
　靴下の踏み領域１３には３つの空調通路２６が設けられている。これらの空調通路２６
によって踏み領域１３が中断されている。空調通路２６は踏み領域の外縁部で始まり且つ
外縁部で終わっている。空調通路２６は、空気調整する網状編成布から形成されている。
空調通路２６は、網状編成布の厚さが踏み領域の厚さに対応しており、これにより、連続
した表面が得られるように構成されていてよい。これにより、履き心地がポジティブに影
響されている。
【００２３】
　靴下Ａの脚部の内側と外側とに複数の空気通路２５が設けられている場合、空調通路２
６は脚部内側と脚部外側とにそれぞれ設けられた空気通路２５の間に延びている。空調通
路２６の数及び寸法は、ほぼ自由に選択可能である。脚部内側と脚部外側とに空気通路２
５が接続されていると、靴内の最適な空気循環が生ぜしめられるので、最大限の空気湿度
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が靴若しくは靴下から搬出され得る。
【００２４】
　本発明は、実施例の説明及び請求の範囲に記載した靴下のみに限定されるものではない
。むしろ当該靴下の概念にはストッキング、タイツ等も包括され、本発明はこれらに関す
るものでもある。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】１つのクッションを有する靴下の側面図である。
【図２】図１に示した靴下を靴と一緒に示した側面図である。
【図３】図２に示したＩＩＩ－ＩＩＩ線に沿って断面した図である。
【図４】２つのクッションを有する靴下の側面図である。
【図５】側方空気通路、Ｘ字形クロスバンデージ、３つのクッションを有する靴下の側面
図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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